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問
　
本
市
で
も
、
平
成
　
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口

17

減
が
進
み
、
令
和
４
年
度
市
政
執
行
方
針
の
主

要
施
策
の
１
番
目
に
も
「
人
口
減
少
問
題
へ
の

取
組
み
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
過
去
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
社
会
に
起
因
す
る
現
在
の
課

題
、
今
後
予
想
さ
れ
る
課
題
、
対
応
策
等
に
関

し
て
質
問
を
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

昨
今
の
社
会
情
勢
や
北
斗
市
の
実
情
を
鑑
み
、

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

茨
本
市
の
総
人
口
、
老
年
人
口
（
　
歳
以
上
）、

65

生
産
年
齢
人
口
（
　
～
　
歳
）、
年
少
人
口

15

64

（
０
～
　
歳
）
の
直
近
５
年
間
推
移
と
移
住
定

14

住
施
策
の
課
題
に
つ
い
て

芋
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
地
域
共
生
社
会

構
築
に
向
け
て
、
現
在
、
市
や
社
会
福
祉
協
議

会
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て

鰯
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
、
学
校
現
場
で
の
防

災
教
育
や
食
育
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
市
は
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ア
　
過
去
３
カ
年
実
績
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
茨
令
和
２
年
は
、
総
人
口
４
万
４

千
　
人
、
そ
の
う
ち
老
年
人
口
１
万
３
千
　
人
、

302

332

生
産
年
齢
人
口
２
万
５
千
　
人
、
年
少
人
口
が

434

５
千
　
人
で
あ
り
、
５
年
間
の
推
移
と
し
て
は
、

444

総
人
口
が
２
千
　
人
の
減
、
老
年
人
口
は
１
千

88

　
人
の
増
、
生
産
年
齢
人
口
は
２
千
　
人
の
減
、

35

289

年
少
人
口
は
　
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

909

　
本
市
の
社
会
動
態
の
特
徴
と
し
て
、
進
学
や

就
職
に
よ
る
　
歳
前
後
の
若
年
層
の
転
出
が
特

20

に
多
く
、
こ
れ
に
伴
う
市
内
事
業
所
の
人
材
不

足
な
ど
が
課
題
で
、
若
年
層
の
回
帰
に
つ
な
が

る
施
策
と
し
て
、
奨
学
金
の
償
還
免
除
や
償
還

支
援
を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
、
雇
用
の
場
の
創

出
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
活
用
に
よ
る
住
居
確

保
へ
の
支
援
な
ど
の
継
続
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
施
策
に
つ
い
て
は
、
短
期
的
に
効
果
が
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
随
時
、
事
業
を
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
本
市
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
、
関
係
人

口
の
創
出
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、

移
住
・
定
住
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

芋
こ
れ
ら
の
制
度
の
認
知
度
が
低
い
点
や
、
低

所
得
者
や
引
き
こ
も
り
等
の
自
助
を
ど
こ
ま
で

期
待
で
き
る
の
か
と
い
う
点
、
人
付
き
合
い
が

希
薄
化
す
る
中
、
地
域
社
会
の
力
を
活
用
す
る

と
い
う
理
想
が
ど
こ
ま
で
現
実
味
を
帯
び
る
の

か
と
い
う
点
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
包

括
的
支
援
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
市
は
、
地

域
福
祉
の
理
解
を
図
る
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
か
け
は
し
」
や
、
生
活
困
窮

者
や
生
活
に
不
安
や
悩
み
が
あ
る
方
を
対
象
と

し
た
「
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
運
営

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
策
定
作
業
中
の
「
第
３
期
地
域

福
祉
計
画
」
で
は
、
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
等
の

視
点
を
計
画
全
体
に
反
映
し
、
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

答
（
教
育
長
）
鰯
小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
た
火

災
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
は
、
令
和
元
年
度
が

　
校
、
令
和
２
年
度
が
　
校
、
令
和
３
年
度
が

14

11

　
校
で
す
。

14　
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
は
、
令

和
元
年
度
が
　
校
、
令
和
２
年
度
が
　
校
、
令

15

11

和
３
年
度
が
　
校
、
１
日
防
災
学
校
は
、
令
和

12

元
年
度
、
及
び
令
和
２
年
度
が
３
校
、
令
和
３

年
度
が
９
校
で
す
。

　
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育
授
業
は
、
令
和
元
年

度
は
市
内
全
小
・
中
学
校
　
校
で
　
回
、
同
様

16

143

に
、
令
和
２
年
度
は
　
回
、
令
和
３
年
度
は
　

138

132

回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
マ
ト
の
収
穫
体
験
や
田
植
え
・
稲

刈
り
、
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
、
ア
サ
リ
採
り
体
験

な
ど
、
自
然
体
験
学
習
を
通
じ
て
の
食
育
に
つ

質
　
問

市
　
長

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
に

対
す
る
今
後
の
施
策
は

関
係
人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
り
、
移
住
定
住
促
進
に
努
め
る

い
て
も
、
学
校
規
模
に
応
じ
、
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
反
面
、
大
規
模

校
の
受
け
入
れ
先
の
問
題
も
あ
り
、
教
育
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
地
域
共
生
社
会
構
築
に
は
、
課
題
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
と
横
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
地
域
ケ
ア
会
議
が
あ
り
ま

す
が
、
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
な
場
で
、
医
療
や
介

護
に
携
わ
る
方
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
や
学
校

関
係
も
交
え
て
、
み
ん
な
が
共
通
認
識
で
き
る

場
を
つ
く
る
こ
と
が
効
果
的
と
考
え
ま
す
が
。

答
（
民
生
部
長
）
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、
今
年
度
、
地
域
福

祉
計
画
を
つ
く
り
社
会
福
祉
協
議
会
の
実
践
計

画
も
踏
ま
え
て
、
横
の
つ
な
が
り
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。
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萩野小学校の児童による田植え体験の様子


